






〔はじめに〕 

 現在双胎の出生頻度は分娩 1,000 につき約 6.4 といわれている。三胎に至っては分娩

18,000 につき 1.0 程度といわれている。わが国の双胎の出生率は遺伝学者によると,アフ

リカ,ヨーロッパ,アメリカなどにくらべてはるかに低く,また,一卵生双生児の割合が外国

より高いといわれている。いづれにせよ多胎が稀であればある程,よい意味にも悪い意味に

も,特別視されることは言うまでもない。とりわけ受胎や出産の機制が未知の闇深く沈んで

いる古代や,未開社会では,多胎は超自然と関係づけられ神聖視され,あるいは魔力をもつ

不吉な存在として排斥されてきた。戦後の社会や家族制度の著しい変化と共に,わが国の多

胎児をめぐる養育態度も変化してきたが,私たちの観察から得た多胎児を持つ母親への指

導につき触れてみたいと思う。 


